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梅丘図書館

一階で時刻を確認しようと時計を見ようと見回したのですが見つからず、受付の
方に聞きましたが即答できず、受付の方の時計で教えてもらいました。帰りがけ
に北側奥の目立たないところにあるのに気づきました。手前のもっと目立つとこ
ろに掲げるべきではありませんか。

ご指摘を真摯に受け止め、スタッフへの周知を徹底するとともに、時計を設置する位置
や必要な設置数について改めて検討し、改善を図ります。
引き続き、利用しやすい図書館となるよう、館内環境づくりに努めていきます。

教育政策・生涯学習部　中央
図書館

電話０３-３４２９-１８１１
FAX：03-3429-7436

令和8年(2026年)6月1日

図書館の漫画
世田谷区の図書館は漫画をあまり置かない方針のように思いますが、練馬区の
図書館は漫画がたくさんあり、自分の子供は漫画を入り口にたくさん本を読むよ
うになったので、もっと置いていただけないでしょうか。

世田谷区立図書館では、以前より所蔵していた学習マンガや実用・教養マンガに加え、
令和６年（2024年）１月からは、ストーリーマンガも対象として、約2,000冊を所蔵し
ています。
ストーリーマンガについては、内容や表現をもとに所蔵の可否を決定していますが、マ
ンガをきっかけに本を読むようになったという方も多く、日本を代表する文字・活字文
化として、大きな役割を担っているものと認識していますので、今後も資料の充実に努
めていきます。

教育政策・生涯学習部　中央
図書館

電話０３-３４２９-１８１１
FAX：03-3429-7436

令和8年(2026年)6月1日

防災気象情報発表時や避
難情報発令時の避難行動
について

気象庁が発表する防災気象情報が新しくなり、避難先等への疑問は残るものの、
警戒レベルと避難行動の目安が分かりやすくなりました。しかし、気象庁の防災
気象情報のほかに区が発令する避難情報というのもあり、どちらの情報をもと
に避難行動を判断すればよいのでしょうか。また、世田谷区防災ポータルはホー
ムページサイトかアプリのどちらでしょうか。

気象庁が発表する警報・注意報などの防災気象情報は、災害の危険度の高まりをお知
らせするものであり、早めの備えや避難の判断に役立てるものです。一方で、区が発令
する避難指示などの避難情報は、実際に危険が迫っている状況において、ただちに安
全な場所へ避難するよう具体的な行動を求めるものです。多くの場合、防災気象情報
は避難情報より先に発表されるため、区から避難情報が発令されていなくても、警戒
レベル３や警戒レベル４に相当する防災気象情報が発表された際には、河川の水位情
報などを確認し、状況に応じて避難行動を開始してください。

また、避難先は区が開設する避難場所以外にも、ご自宅の浸水リスクや建物の構造に
よってはご自宅の２階以上に移動する「垂直避難」、安全な親戚・知人宅などへ避難す
る「縁故避難」、宿泊施設などをご自身で確保する「自主避難」といった方法もございま
すので、世田谷区洪水・内水氾濫ハザードマップで事前に自宅周辺の危険性を確認し、
避難場所や避難経路を把握しておくことが重要です。

世田谷区防災ポータルはアプリではなく、ホームページのサイトになっています。避難
情報や避難所の開設情報などが確認できるため、ご活用ください。

危機管理部 災害対策課
電話：０３-５４３２-２２６２
FAX：03-5432-3014

令和8年(2026年)6月1日 

災害時の警報など

台風6号の影響に伴い、休校判断基準となる警報の発令状況について、当日朝6
時の段階で判断するとのことでした。他区の小学校では、前日時点で休校判断す
るなど、賢明な判断がなされていました。交通機関も計画運休が予定される中
で、朝6時の判断では遅すぎ、児童や保護者だけでなく学校関係者への影響も大
きいです。何よりも安全が第一であり、自然に対する危機管理・危機意識が非常
に薄いのではと危惧しています。異常気象が毎年起こりうる時代に、結果として
問題が生じなかった場合であっても、、区のみでの判断ではないと思いますが、
命に関わることであり、安心安全な危機管理運営が行われることを期待します。

現在、区におきましては、児童・生徒の安全確保を最優先に、暴風情報等の発令状況等
を踏まえた対応基準に基づき対応を行っております。一方で、ご指摘のとおり、近年は
気象状況の急変により、暴風に限らず大雨や河川氾濫の危険など、多様なリスクが発
生する状況を踏まえ、従来の運用では登下校時の安全確保や、ご家庭また学校現場で
の負担について不安や懸念を抱かれることはもっともであり、区教育委員会としても
重要な課題であると認識しております。
今回、ご意見をいただきました、休校の前日判断などのあり方検討や判断基準の見直
し、出席の取り扱いを含め保護者の皆さんにわかりやすいご案内方法とすることにつ
いて、大変参考となるものでございます。
さらには今後の検討において、ICT機器を活用した学習機会の確保などにつきまして
も、他自治体の取り組み状況なども踏まえながら、より安全かつ保護者・学校双方に
とって負担の少ない対応の在り方について検討を進めてまいります。

学校教育部
教育指導課

電　話:０３-５４３２-２７０６
ＦＡＸ:０３-５４３２-３０４１

令和8年(2026年)6月3日

子育ての補助金について

住民税非課税世帯や生活保護世帯に対して、保育料の無償化やベビーシッター利
用無料など支援制度が用意されていますが、それはなぜですか。私達のように働
きながら税金を納めている世帯ほど負担が重くなっているように感じます。

私達は家賃や物価の上昇に直面しながら、朝早くから夜遅くまで働き、税金や社
会保険料を負担し、子育てをしています。それにもかかわらず、所得制限によっ
て多くの支援の対象外となっています。その結果、支援を受ける世帯と受けられ
ない世帯との間に大きな格差が生じています。

さらに、生活保護や各種公的支援を受けながら順風満帆に世田谷区で子育てを
している世帯がある一方で、働いて税負担を担っている世帯が経済的な理由か
ら子どもの人数を諦めたり、住み慣れた地域での生活継続に不安を感じたりして
いる現状には強い違和感があります。

公的支援によって生活が成り立っている世帯でも子どもを持つことができる一
方で、働いて納税している世帯ほど経済的な負担や将来への不安を抱えやすい
状況に、制度上の公平性という観点から疑問を感じています。現役世代の納税者
が「働けば働くほど負担が増え、支援からは外れる」と感じる制度設計になってい
ないか検証していただきたいと思います。

認可外保育施設へ通う方への保育料補助は、幼児教育・保育無償化と負担軽減補助の
２種類があります。幼児教育・保育無償化は国制度として対象者が定められており、０
～２歳児クラスですと、住民税非課税世帯と対象者が限られています。幼児教育・保育
無償化制度だけですと、０～２歳児クラスの住民税課税世帯が補助を受けられません
ので、負担軽減補助にて区では住民税課税世帯へも補助を実施しています。
０～２歳児クラスで保育の必要性の認定を受けている場合、認可外保育施設である認
証保育所や無認可保育施設では、幼児教育・保育無償化（住民税非課税世帯）と負担軽
減補助（住民税課税世帯）の補助上限金額は８万円となっており、受け取れる金額に違
いはありません。
認可外保育施設の施設種別により、補助上限金額や補助要件等は異なりますので、詳
細につきましては区ホームページをご確認ください。

子ども・若者部
保育認定・調整課

電　話:０３-６４５３-４９９０
ＦＡＸ:０３５４３２-３０１８

令和8年(2026年)6月3日
https://www.city.setagaya.lg.jp/
01044/1511.html
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風水害時における保育所
等の臨時休園等の対応方
針について要望

本日6/3、警戒レベル3の避難指示があったからか保育所より8時10分頃に通
達あり閉園となりました。その対応に安全上の不安がございましたので意見をお
伝えさせてください。
私はちょうどその頃に登園完了したところで急遽先生より閉園決定の知らせを
受けました。すでに登園している先生や子どもも多くいる時間でした。
仕事のために風雨のなか苦労して登園して、さらに強くなった雨の中帰宅しまし
た。
もし本日が危険な状態ということでしたら、すでに登園してしまった人がお迎え
中に起こりえる事故についてはリスクにはならないのでしょうか。8時過ぎの告
知では登園判断に間に合いません。その時間に判断になるのでしたら、「これか
らの登園は控える」「すでに登園してしまった人はその時点での安全を最優先（天
候が軽減した後のお迎えも選択肢）」の方が、安全ではないでしょうか。
どうしても閉園が必要なのでしたら、せめて前日夜か当日早朝には判断配信を
いただけるとありがたいです。

区では、令和３年度（2021年度）より「風水害時における保育所等の臨時休園等の対応方針」に
基づき、保育施設の臨時休園等の決定を行っています。
　この度の令和８年（2026年）台風第６号につきましては、前日の６月２日（火）に、台風の進路状
況や気象予報に加え、鉄道各社の計画運休の予定がないことや区全体の防災体制の状況を踏ま
え、保育施設一斉の臨時休園は行わないことを決定しました。
　一方、６月３日（水）早朝に、矢沢川・野川・仙川で氾濫のおそれがあるとして、警戒レベル３ 高齢
者等避難が発令されたことを受け、区では、対応方針の判断基準に基づき、発令区域内の保育施
設の臨時休園を決定し、各保育施設へ連絡をしたところです。
　また、臨時休園を決定した際の警戒レベル３ 高齢者等避難は、「災害の発生のおそれがあること
から、避難に時間がかかる高齢者等は危険な場所から避難する」ことが求められているレベルで
あり、台風が接近している中で更に警戒レベルが上がることも想定されたことから、警戒レベル３
の段階で保護者にお迎えいただき、安全な場所に移動していただくことが必要と判断したところ
です。
　なお、その後警戒レベルが更に上がり、警戒レベル５　緊急安全確保が発令された場合は、お迎
えも危険な状況になる可能性が高まりますので、お迎えは控えていただき、保育施設内での垂直
避難などの安全確保策を取るよう各保育施設に指示する必要があるものと認識しています。
　区では、保育施設の一斉の臨時休園は社会活動に様々な影響を及ぼすことから、可能な限り施
設を運営する必要があるものと認識しています。一方、気候変動などによる災害の激甚化・頻発
化が益々懸念されていますので、この度のいただきましたご意見も参考にしながら、今回の対応
について検証し、必要な見直し等を検討してまいります。

子ども・若者部
保育課

電話:０３-５４３２-２４４８
FAX:03-5432-3018

令和8年(2026年)6月3日

河川氾濫に関する防災気
象情報発表時の避難につ
いて

台風第６号の際に、気象庁から野川・仙川にレベル４氾濫危険警報が発表された
ことについて、
①土砂降りの雨の中で避難することは高齢者には厳しいと考えられるが、どのよ
うな対応方法を考えているのか。
②喜多見の場合、成城の避難場所へ向かうには野川を超えて避難することにな
るが、どのような対応を考えているのか。
③喜多見中学校や喜多見小学校の４階への避難は、対応として検討してもらえな
いか。

風水害時、具体的にどのような避難行動を取るべきかについては、世田谷区洪水・内
水氾濫ハザードマップに掲載の水害時避難行動判定フローからご確認いただけます。
避難先は、区が開設する避難場所以外にも、ご自宅の浸水リスクや建物の構造によっ
てはご自宅の２階以上に移動する「垂直避難」、安全な親戚・知人宅などへ避難する「縁
故避難」、宿泊施設などをご自身で確保する「自主避難」といった方法もございますの
で、状況に応じて早めの避難行動をお願いします。

河川を越えての避難については、ご指摘のとおり安全に移動できない場合も想定され
ます。そのため、区では、野川・仙川に氾濫のおそれがある場合、状況に応じて必要な
避難所を開設します。避難所の開設情報は、世田谷区防災ポータルをはじめ、区ホーム
ページや登録制の災害・防犯情報メール配信サービス、区公式Ｘ、ＬＩＮＥ、テレビ、ラジ
オなど様々な手段でお知らせいたしますので、ご自身の状況に合った方法で確実に情
報収集できるよう、事前に確認をお願いします。

危機管理部
災害対策課

電話：03‐5432‐2262
FAX：03-5432-3014

令和8年(2026年)6月4日

・認証保育所（空き状況）
https://www.city.setagaya.lg.jp/010
44/24893.html

・企業主導型保育事業（空き状況）
https://www.city.setagaya.lg.jp/010
44/1576.html

・保育室（空き状況）
https://www.city.setagaya.lg.jp/010
44/1572.html

・保育ママ（空き状況）
https://www.city.setagaya.lg.jp/010
44/1573.html

・その他認可外保育施設一覧（空き
状況の掲載はしておりません）
https://www.city.setagaya.lg.jp/010
44/1526.html

・一時預かり事業の種類および減
免について
https://www.city.setagaya.lg.jp/010
44/22465.html

ナフサ不足によるごみ処
理の分別について

プラスチックからもとのナフサに戻す技術が日本にあると動画を通じて知りまし
た。
区でも、プラスチックごみの分別を推進してこのようなリサイクル技術を利用す
れば、
環境面からも資源の永続的利用としても有益と感じますが、いかがでしょうか。

このたびは、プラスチックのリサイクルについて、貴重なご意見をお寄せいただきあり
がとうございます。
現在、区では、環境に配慮した持続可能な循環型社会の実現を目指し、一般廃棄物処
理基本計画に基づいて、ごみの減量に取り組んでいます。
その施策の一つに、「プラスチックの発生抑制の徹底と分別収集・再資源化による資源
循環」を掲げており、令和１２年度（2030年度）中の実施を目途にプラスチックの分別
収集を行うこととしています。実施にあたっては、ＣＯ２削減効果や効率的な収集・運
搬、再商品化などについて現在検討・準備を進めています。
ご提案いただきましたような再資源化手法についても、技術革新が進み様々な手法が
開発されておりますので、事業実施にあたって総合的に検討して参ります。

環境政策部
清掃・リサイクル推進課

電話:０３-６３０４-３２６７
FAX:03-6304-3341

令和8年(2026年)6月8日

令和8年(2026年)6月5日
電話:０３-５４３２-１２００
FAX:03-5432-1506

子ども若者部
保育認定・調整課
保育課

区では、認可保育施設の整備など、定員数の確保に取り組む一方、認可外保育施設利
用者に対する利用料の無償化を実施してまいりましたが、ご希望どおりの結果とはな
らなかったこと、様々なご負担を感じられていることは、区としても心苦しく思ってお
りますが、令和８年（2026年）４月の申込者数が前年に比べて急増している状況をご
理解いただきたく存じます。

なお、認可外保育施設や一時預かり事業につきまして、すでにご確認いただいている
ことと存じますが、区内施設の各ページをご案内させていただきます。各総合支所子
ども家庭支援課へご相談いただくことも可能です。

保育の定員の確保につきましては、現在、令和９年（2027年）４月以降開設の１・２歳
児を中心とした保育施設の整備を進めているところです。
区としましては、就学前人口の動向や保育の利用希望の状況の変化を踏まえ、新規保
育施設の整備や既存保育施設による更なる定員の確保の取組みを今後も継続してま
いります。

不妊治療で第一子を授かり、一歳児の保育園が決まらないため、第二子を希望し
ていますが、保育園が決まらず働けないので旦那の収入は生活費に使いますが、
不妊治療に使う母の方の収入がだいぶ減り、不妊治療の治療費が稼げず、第二
子を諦めることになりそうです。また、預かり先がないので、不妊治療クリニック
に子連れでは出向くこともできません。一時預かり施設は予約が必要なので、治
療で急遽預けたい時には預かってもらえません。両方の実家はかなり遠方です。
少子化だというのに、産みたくても保育園問題で諦めないといけないのはとて
も辛いです。

保育園待機児童
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国政への意見要望

現在、国政では武器輸出5類型の緩和・9条の改憲へ意欲を見せていることから
平和国家としての立場を捨てようとしているように見えます。そういった状況の
中、非核三原則堅持の自治体からの要望書が相次いでいるというニュースを見
ました。ぜひ世田谷区も同様の意見書を出してほしいです。

区は昭和６０年（１９８５年）８月１５日に核兵器の廃絶と世界に平和の輪を広げていくこ
とを誓い、国の内外に向けて「平和都市宣言」を行っております。
　宣言文の中には、「われわれは、人類永遠の平和を樹立するために、核兵器がこの地
球上からなくなる日を心から願うとともに、我が国が今後とも核兵器をつくらず、持た
ず、持ち込ませずの「非核三原則」を堅持していくことを強く望むものである。世田谷区
は平和を愛する区民の願いにこたえ、核兵器の廃絶と世界に平和の輪を広げていくこ
とを誓い、ここに「平和都市」であることを宣言する。」とあります。
また、平成２２年（２０１０年）４月には、世界１６６か国８，５００を超える都市が加盟して
いる平和首長会議へ加盟し、国際社会の中における一自治体として、世界各国の都市
と力を合わせて、核兵器のない平和な世界の実現に取り組んでおります。
今後も、平和首長会議の加盟・参加団体での国際的な平和事業の取り組みを進めると
ともに、２３区で唯一、平和に関する資料館「せたがや未来の平和館（区立平和資料
館）」を設置している強みを活かし、区民の皆さまに、恒久平和への理解を深めていた
だき、戦争の悲惨さや平和の尊さの発信を通じて世田谷から平和の取り組みの輪を広
げてまいります。貴重なご意見をいただき、ありがとうございます。

生活文化政策部
人権・男女共同参画課

電話:０３-３４１４-１５３０
FAX:03-3414-1532

令和8年(2026年)6月8日

ピックルボールによる区
民の健康推進について

最近、老若男女を問わず、あらゆるレベルで楽しめて、その場で初めて会った人
達でもコミュニケーションを楽しめる、ピックルボールが流行り始めています。渋
谷区などでも振興に力を入れているようです。
つきましては、世田谷区でもピックルボールが出来る施設（バドミントンコートと
同じ大きさです）を増やして、区民の心身の健康促進策として活用されてはいか
がでしょうか？
なお、私の住む千歳烏山付近では、希望丘地域体育館3階くらいしか出来ませ
ん。
具体的に、①同体育館で空きが散見される一階では、防犯カメラが破損するた
め、球技が禁止とされていますが、卓球と同様、ピックルボールで防犯カメラが
破損することはありえないので、是非、ピックルボールで使えるようにご検討くだ
さい。（組み立て型で設置するネットを使えば工事は不要で、ラインは要りますが
投資額も僅少です）
②世田谷区では、ピックルボールに開放されている施設が少ないので、渋谷区、
狛江市、多摩地区、調布市、杉並区まで行っています。相応の住宅税を納めなが
ら、他の行政区まで行がなければならないのは、残念です。是非とも、学校体育
館を含めてピックルボールへの施設開放をご検討下さい。

　まず、①希望丘地域体育館１階の利用につきましては、防犯カメラ等設備の保護、安
全面および施設の構造上の観点から球技利用を制限しております。いただいたご意見
は、ピックボールも含め様々な屋内球技の特性や安全管理体制等を勘案しながら、施
設の適切な利用方法を検討する際の参考とさせていただきます。
　
　次に、②区内におけるピックルボールの利用環境につきましては、現在、総合運動場
体育館、大蔵第二運動場体育館、尾山台地域体育館、希望丘地域体育館３階において、
ご利用いただけます。
また、学校施設におきましては、ピックルボールは「その他屋内スポーツ」に位置づけら
れており、学校開放事業の中でご利用いただくことが可能となっておりますが、学校ご
とに施設の状況や利用条件等が異なっているのが現状です。現時点では、ピックル
ボールでの利用可否は施設の管理者である学校の判断となりますので、恐れ入ります
が、ご利用のご希望がある際には、個別に利用を希望する学校へお問い合わせをお願
いしている状況です。いただいたご意見を踏まえ、各区立小・中学校の利用の可否の調
査とともに、改めて各校に対し、ピックルボールをはじめとする様々な屋内スポーツに
関する情報提供を行い、認知向上に努めてまいります。

スポーツ推進部　スポーツ推
進課
学校教育部　地域学校連携
課

スポーツ推進課
電話：０３-５４３２-２７４２
FAX:03-5432-3080
地域学校連携課
電話：０３-５４３２-２９８４
FAX:03-5432-3025

令和8年(2026年)6月12日

・一時預かり事業の種類および減
免について
https://www.city.setagaya.lg.jp/010
44/22465.html

・認証保育所（空き状況）
https://www.city.setagaya.lg.jp/010
44/24893.html

・企業主導型保育事業（空き状況）
https://www.city.setagaya.lg.jp/010
44/1576.html

・保育室（空き状況）
https://www.city.setagaya.lg.jp/010
44/1572.html

・保育ママ（空き状況）
https://www.city.setagaya.lg.jp/010
44/1573.html

・その他認可外保育施設一覧（空き
状況の掲載はしておりません）
https://www.city.setagaya.lg.jp/010
44/1526.html

・認可外保育施設に対する保育料
補助について（概要）
https://www.city.setagaya.lg.jp/010
44/1511.html

電　話:０３-６４５３-４９９０
ＦＡＸ:０３５４３２-３０１８

令和8年(2026年)6月15日
東京都ベビーシッター利
用支援事業について

東京都ベビーシッター利用支援事業対象者として認定され、世田谷区のホーム
ページに掲載されているベビーシッター事業者に問い合わせましたが、どこもベ
ビーシッターがいない、お住まいの地域に派遣していないなどの回答で利用でき
ません。私の依頼時間がイレギュラーなわけでもありません。時短でも可能と伝え
ても見つからないのです。事業者のなかにはすでに支援事業をやめている事業
者もいます。この現状を区は把握していますか？認可保育園の一時保育も登録
していますが利用できるかは抽選です。今月は月4日、来月は月1日のみでした。
産後半年から個人でベビーシッターを雇ったり、無認可の一時保育に預け仕事を
続けています。なんの補助もなく経済的に厳しいです。認可にも認証にも入れな
い、ベビーシッター支援事業も実態がなく利用できない、そのような家庭に対し
て区としてどう待機児童対策をしていくつもりなのかお聞きしたいです。

１．ベビーシッター利用支援事業について
ベビーシッター利用支援事業は令和８年４月１日より開始させていただきましたが、認
定事業者に空きがないことにより契約に至らないこともあることは認識しています。
ベビーシッター利用支援事業に係る認定事業者は、東京都が認定した事業者であるた
め、東京都へいただいたご意見はあげていきたいと思っています。

２．一時預かり事業の無償化について
令和８年度(2026年度）より全世帯を対象とした区独自の一時預かり利用料の無償化
を開始しました。認可保育園の一時預かり以外でも無償で利用できる施設があります
ので、ご参考までにご案内します。対象施設等は、関連情報記載の「一時預かり事業の
種類および減免について」よりご確認ください。

３．待機児童対策について
区では、令和８年（2026年）４月入園一次選考の申込み数が前年より大幅に増加した
ことを受け、既存保育施設に対し令和８年（2026年）４月入園の定員拡充の要請等を
行い、施設の面積や人員等の基準を踏まえ定員拡充の可能性がある各施設と個別に
調整し、定員の弾力化や定期利用保育の実施等により、可能な限り保育の希望に応え
られるよう取り組んだところです。
また、就学前人口は減少傾向にありますが、今後も保育施設の利用を希望される方の
増加が続くことが見込まれることから、令和９年（2027年）４月以降開設の１・２歳児
を中心とした保育施設を前倒しで整備することを決定し、現在整備を進めているとこ
ろです。

区としましては、就学前人口の動向や保育の利用希望の状況の変化を踏まえ、保育
ニーズに対応した保育施設の定員確保の取組みを今後も継続します。

４．認可外保育施設について
認証保育所を含む認可外保育施設につきまして、関連情報から区内施設の各ページを
ご案内させていただきます。最新の空き状況につきましては、直接施設へお問い合わ
せください。

認可外保育施設利用者向けの保育料補助も実施しておりますので、参考までにご案内
させていただきます。

子ども・若者部
保育認定・調整課
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区が配布している犬のマ
ナー啓発プレートについ
て

犬を飼っている者として、散歩中に気になっている点があります。
犬のマナー啓発プレートが電柱の地面近くに設置されているケースを頻繁に見
かけます。ちょうど犬の目線の高さに当たる位置に、針金が飛び出した状態で取
り付けられていることが多く、非常に危険な状況だと感じています。
つきましては、啓発プレートを希望者へ配布される際に、できるだけ高い位置に
設置するよう周知していただけますと幸いです。
飼い主として犬の糞尿のマナーを守ることは当然ですが、犬の安全を守るために
も、ご配慮のほどよろしくお願いいたします。

ご指摘いただきました犬のマナー啓発プレートの設置位置及び固定方法について、犬
の目線の高さに針金等が露出した状態となることにより、安全面での懸念があるとの
ご意見は、重要な視点であると認識しております。
現在、当課では、マナー啓発プレートを希望者へ配布する際、「啓発プレートを針金等で
設置する時は、人やペットが傷ついたりすることのないように、とがった箇所はつぶす
などし、十分注意して設置してください。」と記載された注意書きを渡しております。
いただいたご意見を踏まえ、今後はプレート配布時において、より一層安全面にも配慮
した設置方法について周知してまいります。

世田谷保健所生活保健課
電話:０３-５４３２-２９０８
FAX：03-5432-3054

令和8年(2026年)6月18日

三軒茶屋北自転車等駐車
場の利用料金支払い方法
等に関する要望

現在、三軒茶屋北自転車等駐車場の利用料金の支払いは1か月または3か月ごとに、毎月
後半（16日から月末まで）の窓口営業時間内に現金で行う必要があります。この運用につ
いて以下の点をご検討ください。
【1．長期分の一括支払いについて】
1か月または3か月単位での支払いとなっていますが、半年分または1年分をまとめて支払
えるようにしていただきたいです。利用者にとって支払いの手間が減るだけでなく、窓口
対応の回数が減り、運営側の業務負担軽減にも繋がるものと思います。
【2．現金以外の決済手段の導入について】
現金以外の支払い方法の導入をご検討ください。現金の取り扱いを減らすことで、運営側
にとっても紛失リスクや管理・運搬の負担を軽減できるメリットがあると考えます。また、営
業時間内に窓口へ行くことが難しい利用者にとっても、利便性が大きく向上します。
【3．更新催促の掲示方法について】
月後半の更新時期になると、支払いを促す紙が自転車のハンドル等にホッチキスで留めら
れ、連日のように取り付けられています。更新案内そのものは必要だと思いますが、同じ内
容の案内を繰り返し取り付けることについて見直しをお願いします。ホッチキスの針による
ケガの恐れがあるほか、利用者は毎回紙を処分する必要があり、環境負荷の面でも課題が
あると感じています。また、更新が遅れる理由の一つとして、現行の支払い方法や窓口利
用時間の制約もあると考えています。

【1．長期分の一括支払いについて】
現在の支払い方法は現金のみとなっており、支払い期間を長期化した場合、現場における現金の
取扱量が増加することとなるため、安全面への配慮から当該運用は実施していません。
一方で、支払い期間を長期化することにより、支払い回数が削減され、駐輪場利用者の利便性向
上および窓口対応の効率化に繋がるものと認識しています。
いただいたご意見につきましては、今後の当該駐輪場運営の参考とします。
【2．現金以外の決済手段の導入について】
キャッシュレス決済の導入にあたっては費用面や運用面を含めた検討が必要となります。そのた
め、ただちに導入することは難しい状況ですが、導入コストなどの課題を踏まえながら、キャッ
シュレス決済の導入に向けて検討を進めていきます。
【3．更新催促の掲示方法について】
毎月２５日以降、定期更新が確認できていない利用者の自転車に対し、更新をお願いする旨の札
を貼付しています。その後、月末までに更新手続きが確認できない場合には、都度貼付を行って
います。
これらの対応は、利用状況の確認とともに利用者への更新漏れを防止するご案内の趣旨を兼ね
て実施していますが、どの自転車に更新案内を貼付したかを正確に把握することは困難なため、
継続的に貼付を行っています。
一方で、現金のみの支払い方法や窓口利用時間に制限があることが、更新が遅れる一因となって
いる可能性もあるものと認識しています。いただいたご意見につきましては、今後の当該駐輪場
運営の参考とします。

土木部
交通安全自転車課

電話:03ｰ6432ｰ7967
FAX:03-6432-7996

令和8年(2026年)6月18日

授乳する権利を保護する
条例について

いつも様々な育児支援や環境整備をありがとうございます。お陰様で大変子育
てしやすく、世田谷区に住んで良かったと感じる日々です。

さて、先日X(旧Twitter)にて、「カフェでケープ授乳をしていたところ、他の客
への配慮を理由に店員から咎められた」旨の投稿を読みました。
私は既に乳児育児を終えておりますが、この少子化の時代、授乳という児のライ
フラインすら、他の大人への配慮を事由に制限されることを非常に憂慮しており
ます。
ひとつのケースが容認されたことで、簡単に先行事例となり、「求められる配慮」
となってしまう世の中です。

上段の投稿について調べる中で、台湾、オーストラリア、英国などの国では公共
の場で授乳する権利が法律によって保障されていると知りました。
毎年多くの子供が生まれ、多くのファミリーが暮らす世田谷区から全国に先駆け
て、「授乳する権利を保護する条例」の制定をご検討いただけないでしょうか。

ご検討の程よろしくお願いいたします。

ご指摘のとおり、乳児にとって授乳は生命と成長を支える重要な営みであり、保護者
が安心して授乳できる環境を整えることは、子育て支援の観点からも大変重要である
と認識しております。また、公共の場における授乳に関する社会的理解や配慮の在り方
については、周囲の理解がより一層深まっていくことは、重要な課題であると考えてお
ります。
区ではこれまで、授乳・搾乳やおむつ替えができる「かるがもスペース」の整備や周知な
どを進め、子育て中の方が外出しやすい環境づくりに取り組んでまいりました。今後
も、こうした取組を発信することで、安心して子育てができるまちづくりを推進してま
いりたいと考えております。
＜参考＞区ホームページ「かるがもスペース」

一方で、ご提案いただきました「授乳する権利を保護する条例」につきましては、個人
で授乳をめぐる感じ方や想いがさまざまであることや、施設ごとの運用や利用者間の
配慮とも関わる面が大きいことから、現時点では条例という一律の規定で定めること
について慎重に考える必要があると認識しております。まずは社会全体での理解や配
慮が広がっていくことが大切であると考えております。
そのため、現時点で新たに条例を設ける予定はございませんが、いただいたご意見を
大切に受け止め、引き続き、子育て家庭への理解促進や、安心して授乳できる環境づく
りについて取り組んでまいります。

子ども・若者部
子ども家庭課

電話:０３-５４３２-２５６９
FAX:03-5432-3081

令和8年(2026年)6月18日
https://www.city.setagaya.lg.jp/024
13/1274.html

公衆トイレ　駅のトイレ
男性用トイレとバリアフリートイレはあるのに、女性用トイレがない公園があるた
め、トイレの設置数について考えていただけませんか。

できるだけ多くの方が安全かつ快適に利用できるよう整備を進めておりますが、公園・緑地等に
建築できる建築物は、原則として建ぺい率２％の範囲内という基準があり、小規模な公園・緑地
等では、トイレ内に設置できる設備が限られている場合があります。現状としては女子ブースの数
が男子小用、男子ブースの合計数を下回っており、トイレの待ち時間等ご不便をおかけしている
場面があるかと存じますが、今後、多様な利用者のご意見を伺いながら、新たな視点も取り入れ
て整備・管理を進めてまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

みどり３３推進担当部
公園緑地課

電話：０３－６４３２―７９１０
FAX:03-6432-7989

令和8年(2026年)6月22日 

犬の糞について

路上や歩道上に犬の糞が放置されているのを見かけます。
おそらく飼い犬の散歩中における脱糞の放置と思われますが、こうしたマナー違
反について、何らかの規制や対策等はあるのか、ない場合何か対策をしていただ
けないか、お聞きしたいところです。

区では飼い主が秩序（飼育マナー、周辺環境への配慮等）を守り、責任を持って飼育することが重
要ととらえ、住宅密集地である世田谷区において、地域の特性に配慮したペットの適正な飼い方
と、飼い主の責務について啓発の充実を図っております。
具体的な取り組みとして、飼い犬の登録をしている方全員に毎年発送している狂犬病定期予防注
射の通知発送時や、窓口での登録申請時、犬のしつけ方教室開催時など様々な機会を捉え、飼い
主のマナー向上に関するチラシや、マナーブックの配付を行っています。動物病院やペットショッ
プ等を通じた周知も行い、犬の飼い主に対する飼育マナーの向上に努めております。
また、フンの放置が多い箇所などがございましたら、注意喚起用のプレートを設置できる場合が
ございますので、世田谷保健所生活保健課までご連絡いただきますようお願いいたします。

世田谷保健所生活保健課
電話:０３-５４３２-２９０８
FAX：03-5432-3054

令和8年(2026年)6月22日 

ふるさと納税による減収
への対応策提案

世田谷区の2026年のふるさと納税による減収が134億円と目にしましたが、納税者で
ありふるさと納税をしている者として、対策案を提案します。真摯に検討していただけるこ
とを切に期待しています。
１）貢献度と流出額の大きい高額納税者に対して、区の行政サービスなどで一般の方より
も早く受けられたりする優遇措置を取る。
２）高額納税者に対して改善して欲しい要望を区が聞いて、それに対して真摯に検討し、声
が大きいものは必ず実行する。あるいは、改善要望の大きいものは、区民用のふるさと納
税として、そのふるさと納税金を使って、高額納税者の希望を実現していく。
３）区の無駄の改善を実行し、それを区民にきっちりと報告する。例えば、梅ヶ丘に新築した
「梅とぴあ」は素晴らしい施設ですが、あれを造ったのであれば、他の施設もそこに入れて、
施設の集約や売却を行う。
以上、現実を直視して、身の丈にあった区政を実行してくださることを期待しています。

高額納税者の方に対する優遇等に関しまして、区の財政負担や公益性、公正性をどのように確保
するかなど考慮すべき課題があります。
現在のふるさと納税制度は、居住する自治体から行政サービスの提供を受けるために必要な住
民税を、寄附を通じて実質的に他の地方自治体に移転させるものであり、受益と負担という地方
税の趣旨を逸脱していると認識しています。
また、過度な返礼品競争により、自治体同士の税収の奪い合いを引き起こすとともに、自治体の
減収分の補てんに国から多額の地方交付税が投入されるなど、多くの問題点を抱えています。
区では、区政の政策展開の足腰を強化し、時代に即した新たな視点による区民サービスの向上に
取り組めるよう持続可能な新たな行政経営への移行を着実に推進するため「新たな行政経営へ
の移行実現プラン」を策定し、その計画に基づき様々な取組みを進めています。
区としましては、東京23区の区長で構成する特別区長会での要望等、機会を捉えて、制度の抜本
的な見直しを引き続き国に求めるとともに、持続可能な行政運営に努めてまいります。

政策経営部
ふるさと納税対策担当課

電話:０３-５４３２-２１９０
FAX:03-5432-3047

令和8年(2026年)6月23日 

https://www.city.setagaya.lg.jp/02413/1274.html
https://www.city.setagaya.lg.jp/02413/1274.html
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認知症の初期・MCI高齢
者の行方不明への対応策
として「どこシル伝言板」
導入要望

認知症高齢者の行方不明への備え・対応策として「高齢者見守りステッカー」があります
が、要介護1以上の認定が必要です。しかし、その前のMCI（軽度認知障害）の段階から迷
子の危険は発生します。今般報道により「どこシル伝言板」を知りましたが、自治体の導入
が必要で、個人では購入できないと思われます。世田谷区においても是非導入検討をお願
いします。

区では、認知症等により行方不明となった場合の対応として、「高齢者安心コール」による２４時
間３６５日の相談受付し、警察への通報の勧奨を行っているほか、２４時間安全安心パトロールや
災害・防犯メールでの区民への呼びかけ等実施しています。また、行方不明時の早期発見や身元
確認に備える取組として、「高齢者見守りステッカー事業」を実施しています。

ご提案いただいた「どこシル伝言板」につきましては、行方不明者の早期発見に向けての迅速な
対応を目的としたサービスであり、区で実施している高齢者見守りステッカー事業と類似する機
能を有しているものと認識しています。
ご指摘のとおり、MCI（軽度認知障害）の段階においても行方不明のリスクが生じる可能性があ
ることから、認知症高齢者等の見守り支援のあり方については、より効果的なものとなるよう検
討してまいります。

高齢福祉部
介護予防・地域支援課
高齢福祉課

介護予防・地域支援課
電話:０３-５４３２-２９５４
ＦＡＸ:０３-５４３２-３０８５

高齢福祉課　事業担当
電話:０３-５４３２-２４０７
ＦＡＸ:０３-５４３２-３０８５

令和8年(2026年)6月29日 

呑川緑道（深沢付近）の舗
装について

呑川緑道の一部について、比較的柔らかい材質で歩きやすかった部分が、硬い舗装に変更
されました。歩行時の衝撃が以前より大きく感じられ、長時間歩くと足腰への負担を感じ
ます。
今回の舗装方法が採用された経緯や理由を教えてください。

呑川緑道の舗装は、園路舗装の老朽化のため改修しました。
土を主成分とした園路表面が雨水などで削られ、骨材（小石）が表面に出てくるなど、ベビーカー
や車いすの通行に支障となっている状況や、利用者からの歩きづらいとの意見があり、昨年度に
歩行者の安全性とユニバーサルデザインの考え方に即した平滑な舗装に改修いたしました。軟ら
かい舗装は表面が削られやすく、比較的早くに劣化することから、呑川緑道など多くの方が利用
される個所では採用するのが難しい状況です。また、緑道の両側にある桜の根によって、軟らか
い舗装が壊されやすい懸念もございます。以上のことから、今回工事ではアスファルト系の舗装
を採用いたしました。

みどり３３推進担当部
公園緑地課
玉川公園管理事務所

電話：03-3704-4972
FAX：03-5706-1361

令和8年(2026年)6月29日 

子育て世帯向けの定住応
援事業における「専有面
積要件（50平米以上）」の
緩和・見直しのお願い

今年度から始まった「定住応援事業」の要件を知り、非常に残念に感じております。「新耐震
かつ専有面積50平米以上」という高いハードルは、現在の不動産価格が高騰しきっている
都心部の実態と、私たちのような子育て世代の予算のリアルな現状に反していると感じる
からです。
実際に区内で予算に合わせた物件を探すと、希望するエリアではどうしても40平米台の
機能的な間取り（2DKなど）が限界であり、ギリギリ50平米に届きません。昨今は都心部
を中心に、狭くても効率的に暮らせる住まいが圧倒的に増えているにもかかわらず、一律
で「50平米以上」と制限されてしまうと、本当に支援を必要としている私たちのような層
がすべて対象から外れてしまいます。
「なんとかギリギリの資金計画で家を買い、この応援金を新生活の家電購入などに充てら
れたら……」と、制度を知ったときは本当に嬉しく、背中を押される思いでした。しかし、こ
の平米数の制限のせいで、大好きな世田谷区に住み続けること自体を諦め、区外への転出
を選択せざるを得ないのではないかと、いま非常に苦しい選択を迫られています。
ファミリー向けの支援という目的は重々理解しておりますが、現在の住宅高騰の現状を踏
まえ、せめて面積制限を「35平米?40平米以上」に引き下げるなど、多様な家族の暮らし
方に合わせた柔軟な要件緩和を、どうか切に検討していただけないでしょうか。

　“ずっと、世田谷。”子育て・若者夫婦世帯定住応援事業における専有面積要件につきましては、
国や他自治体 の関連事業等を参考としたうえで、「住宅の用に供する部分の占有面積が５０㎡以
上であること」としております。いただいたご意見につきましては、今後の施策の参考とさせてい
ただきます。

都市整備政策部
居住支援課

電話:０３-５４３２-２４９９
FAX:03-5432-3040

令和8年(2026年)6月30日 


